











平成21年 3 月 25 日学位授与年月日














































































































第 3 、 4 章で言及したように、 NCRR メンバーがリドレス運動以前から運動期において強調したの
は、日系コミュニテイの人びとが、彼/彼女ら自身で問題と要求とを語ることだ、った。それは、まず、 1 ) 
個人的体験が集合的体験として共有されることによって、日系人としての集合的アイデンティティが形
成されることが目的とされたためだ、った。だからこそ、収容者自らが収容体験とリドレス要求とを語り、







さらに、第 3 、 4 章で指摘したように、 NCRR メンバーは、日系コミュニティに属するさまざまな
階層や世代の人びとが主体的に運動に参加することによって、リドレスという目的が追求されるべきだ
































































































































































第 1 章ではリドレス運動に至るまでの歴史的経過を整理し、第 2 章では運動リーダーのライフストー
リーを分析し、日系アメリカ人としてのアイデンテイティの模索と運動への関与を、公民権運動やベト
ナム反戦運動の影響等の時代的・社会的背景も含めて考察している。第 3 章ではコミュニティ支援活動
からリドレス運動の展開へと至る NCRR の成立過程を論じ、第 4 . 5 章では、 1981年の公聴会におけ
る NCRR の立法過程と支持拡大の過程を丹念に分析し、なぜ運動目標の達成に成功しえたのか、を解
明した。第 6 章では、これまでの研究史では論じられることの少なかった、同様の損害を被りながら、
リドレスの救済対象から外された日系ラテンアメリカ人の問題に焦点をあてることによって、リドレス
運動の限界と課題をも照射している。第 7 章・終章で、集合的アイデンティテイの視点から運動過程全
体を総括し、リドレス運動に再評価を与えている。
本論文は、従来の歴史学的研究や政治過程論的な研究が看過してきた、制度形成の志向性と表出的な
志向性との相互作用、運動をとおしての集合的アイデンテイティの形成・変容過程に注目することに
よって、この運動の特質・運動理念・戦術と、参加者個人および集合的レベルでのエスニック・アイデ
ンティテイの再構築過程とのダイナミックな相互作用を見事に解明した。
よって本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認められる。
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